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午前９時30分 開会 

 

○委員長（秋元美智子君） 

皆さんおはようございます。 

急に暑くなってもうそろそろ梅雨の時期か

と思います。お互いさま気を付けて、行政の

充実に向けて前へ進めていきたいと思いま

す。 

座らせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

ただいまの出席委員は４名であります。 

定足数に達しておりますので、第10回スマ

ートシティ特別委員会を開会いたします。 

委員会の開会に当たりまして、町長より御

挨拶お願いいたします。 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

皆さんおはようございます。 

本日はお忙しい中、スマートシティ特別委

員会に御参集いただきまして誠にありがとう

ございます。 

本日は、３月のスマートシティ特別委員会

での委員の皆様からいただきました御意見に

係ります御報告等をさせていただくことにな

ってございます。よろしくお願いいたしま

す。 

簡単ではございますが、開会に当たりまし

ての御挨拶とさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

ありがとうございます。 

ではこれより本日の会議を開きます。 

本日の協議事項は御手元に配付のとおりで

ございます。 

本日はですね、前回委員会として求めた事

項について、先ほど町長からもお話ありまし

たように、行政側より報告していただきたい

と思います。 

まず初めに、前回提出されました実績的な

ものがあるんですけど、今後の予定について

の空欄になってる部分を町のほうに入れてい

ただきました。 

それについての説明をいただきたいと思い

ますのですが、あともう１点、この一覧の中

で、町として今後使えるものがあるかどう

か、併せて報告していただきたいと思います

が、よろしいかしら。前回抜けてる部分をと

いうか実績ですね、３年度分の含めて。併せ

て今後使えるものがあるかどうか、あるかど

うかってですね、本当は全部使えるようにし

ていただきたいんですけども、それも併せて

御説明お願いいたします。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

おはようございます。総合政策課、山内で

す。よろしくお願いいたします。 

それではスマートシティ事業の実績につき

まして御説明をさせていただきます。 

SideBooks内、豊能町議会、スマートシテ

ィ特別委員会、令和７年６月９日フォルダー

内のスマシ事業一覧の資料を御覧ください。 

着座にて説明させていただきます。 

今回お示しさせていただいております資料

につきましては、令和７年３月17日開催のス

マートシティ特別委員会で御説明させていた

だきました資料を更新したものになります。 

更新した箇所につきましては、表の左側に

事業費の内訳を記載させていただいておりま

すが、Ｒ６実績の列になります。 

３月の時点では、Ｒ６実施中と表示させて

いただいており、今回、Ｒ６実績と変更して

おります。 

各事業の内訳、金額につきましては、３月

に御説明させていただいた金額と変更はござ

いません。 

次に、表の右側の概要のところのＲ６の実

績になりますが、３月の時点では、計画値を

記載させていただいておりましたので、実績
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値に更新させていただいております。 

１番上、データ連携基盤のとよのんコンシ

ェルジュダウンロード数でございますが、Ｒ

６実績は4,215件となっております。 

次に、見守り事業の見守りタグ配布済台数

でございますが、令和６年度は105台、受信

機数は80台となっております。 

受信機につきましては、検知の不具合等で

取り替えたところはございますが、設置場所

を変更したところはございません。また、令

和７年度の予算でお認めいただいておりま

す、検知機の新規の設置につきましては、現

在事業者と調整中でございます。 

次に、ヘルスケア事業のテレビプッシュ端

末配付済台数でございますが、令和６年度

131台となっております。 

次に、ウエアラブル端末配付済台数でござ

いますが、令和６年度は273台となっており

ます。 

次に、１日の平均歩数の増加でございます

が、令和６年度2,000歩以上の増加となって

おります。 

次に、通いの場のチェックイン数の増加で

ございますが、令和６年度は498回となって

おります。 

次に子育て事業のＩＴ就労支援サービス平

均利用者数でございますが、実績はございま

せんでした。 

次に、デジタル事業のスマホ教室平均利用

者数でございますが、令和６年度203人とな

っております。ＰＴＡ回覧板サービス平均利

用者数につきましては実績はございませんで

した。 

次に、地域経済事業のとよのんウォレット

月単位の平均利用者数でございますが、実績

はございませんでした。 

次に、インフラ事業の公園の利用者数の平

均利用者数でございますが、令和６年度

1,110人となっております。 

次に、デジタル行政事業の職員のデータ入

力作業時間効率化でございますが、実績はご

ざいませんでした。 

次に、モビリティ事業のアプリのダウンロ

ード数でございますが、令和６年度136回と

なっております。日単位平均利用者数は一日

当たり18人となっております。 

次に今後の予定といたしまして、表の１番

右側の列を御覧ください。 

データ連携基盤のとよのんコンシェルジュ

につきましては、データ連携を伴わず、費用

の負担がない状況で令和９年度まで利用する

予定をしております。 

次に、見守り事業につきましては引き続き

タグを配布し、新たに設置する受信機につき

ましては、秋頃までに実施する予定をしてお

ります。 

次に、ヘルスケア事業のテレビプッシュに

つきましては、今議会に補正予算を提案させ

ていただいており、聴覚障害者を対象に事業

を行っていく予定をしております。 

ウエアラブルにつきましては、事業の実施

予定はございません。 

次に、子育て事業のオンライン会計スクー

ルにつきましては、とよのんコンシェルジュ

と同様に令和９年度まで利用する予定となっ

ております。 

デジタル事業のスマホ教室につきまして

は、昨年度と同様に、民間事業者２社と実施

する予定をしております。 

地域経済事業のとよのんウォレットにつき

ましては、実施予定はございません。 

インフラ事業の公園の利用者数の人流分析

につきましては、令和８年度まで大阪大学が

実施する予定をしております。 

デジタル行政事業につきましては、実施予

定はございません。 

モビリティ事業につきましては、ＡＩオン

デマンドバスの実証運行の結果を踏まえ、夏
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頃までに今後の方向性、事業内容などの判断

を行ってまいりたいと考えております。 

以上が、スマートシティ事業の実績報告と

今後の事業予定の御説明となります。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

ありがとうございます。 

ごめんなさい、具体的に町が使えるものは

どれとどれって、具体的に言ってくれたら助

かります。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

  はい。総合政策課、山内です。 

費用を伴わないで事業をしていこうと思っ

ておりますので、１番上のとよのんコンシェ

ルジュが令和９年度まで費用負担なく利用で

きる状況であります。 

あと見守り事業につきましては、検知機の

設置をしまして引き続き事業を行っていく、

費用負担を町のほうでして事業を行っていく

予定をしております。 

テレビプッシュにつきましては、今補正予

算を提案させていただいており聴覚障害者対

象に、町のほうで事業の展開を行っていく予

定をしております。 

子育て事業のオンライン会計スクールにつ

きましては、とよのんコンシェルジュのほう

から申込みをするオンライン会計スクールに

なりますので、とよのんコンシェルジュが利

用できる間の令和９年度までは費用負担なし

で利用できるというところで、令和９年度ま

で利用する予定をしております。 

デジタル事業のスマホ教室につきまして

も、民間事業者のほうで、国の補助金を使っ

て、豊能町のほうでスマホの教室をしていた

だいておりますので、その事業の民間事業者

がいてる間はスマホ教室の事業はできるのか

なと考えております。 

あと、インフラの公園の人流分析につきま

しても、大阪大学のほうで費用負担していた

だきまして令和８年度まで事業ができるとい

うふうに伺っております。 

あとモビリティにつきましては、今、ＡＩ

オンデマンドバスの実証運行の検証結果をま

とめておりますので、今のところ、どのよう

にっていうところまで具体的には報告できま

せんけれども、何かしらの結果を検証結果を

しまして、事業展開のほうをやっていきたい

と考えております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

ありがとうございます。 

今説明いただきましたけども、この中で、

何か御意見、質問ございましたらお願いいた

します。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

おはようございます。管野です。 

１番最初のデータ連携基盤のとよのんコン

シェルジュなんですけど、これを使っている

人がいるっていうことなんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

この利用者数のアンケートとかちょっとと

ってないので、具体的にどのような方が利用

されているのかというふうにはちょっと把握

できてないところあるんですけれども、とよ

のんコンシェルジュのメニューの中からは、

デマンドタクシーの時刻表であったりとか、

京都タクシー予約の案内であったり、あとバ

スのほうも阪急バスのほうで、時刻表があっ

たり連絡先がわかるようにしていたり、あと

管野委員おっしゃっていただいているように

豊能町のホームページにも連携できるように

はなっておりますので、一定使っていただい

ている方はいてるのかなというふうに考えて
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おります。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

ここで聞くことかどうかわかりませんけ

ど、テレビプッシュのことなんですけれど、

全体で5,000万円ぐらい使ってて、ウエアラ

ブルで１万円で300台使っている。今回の予

算で253万円、300台で。そしてこの差額の金

額がテレビの画面が出てくる、五つぐらい項

目あったと思うんですけど、ごみとかね。 

そういう開発費になるわけですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

ちょっとごめんなさい。もう一度。 

○委員（管野英美子君） 

ヘルスケア事業の5,400万ぐらいなんです

けど、ウエアラブルの金額が大体１万円とし

て300台で300万。今回テレビプッシュも300

台で253万という金額を聞いているんです

が、ほかに何に使ったかというのと、それか

らテレビの画面を開発したっていうんです

か、あの金額がその差額、そんなに高くかか

っているということですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

1,400万の予算の中の内訳ですね。はい。 

わかりますか今ここで。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

ちょっと事業費のほうなんですけれども、

令和４年度の事業展開のときに、令和５年度

の全協で御報告させていただいている金額で

言いますと、ヘルスケア事業で、子育て広場

とかテレビプッシュ、ウエアラブルの開発の

ほうに関しまして4,693万8,000円かかってお

ります。テレビプッシュとウエアラブルの機

器の関係で743万かかっております。 

今回、テレビプッシュの費用につきまして

は保守管理という形で、費用がかかるという

ところで補正予算の計上させていただいてお

りますので、その差額が設置にかかる費用で

あったりとかそういった豊能町のバージョン

にシステム変更するような形にかかった費用

かなと考えております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

業務委託をしてるから具体的な数字は出て

こないということですね。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

一応実績報告でいただいてる事業としまし

ては、先ほどお伝えしましたヘルスケア事業

で、開発にかかる費用として4,693万8,000

円、テレビプッシュとウエアラブルの機器に

対して743万円かかったというような御報告

をいただいております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

ちょっと１点確認させてください、私か

ら。例えば１番上のデータのところで、令和

９年度までに継続利用するって書いてます

ね。 

これというのは豊能町の財産としてそのま

ま使えるけども、費用はかからない、かかる

どちらなんでしょう。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

１番上のデータ連携基盤、とよのんコンシ

ェルジュになりますけれども、こちらはＣＳ

ＰＦＣのほうでの総務省の補助金を交付金を

利用して開発したものになりますので、それ

を豊能町のほうで事業展開していく中で、デ

ータ連携、デマンドタクシーの予約がそのま
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まとよのんコンシェルジュでできますよとか

っていうようなデータ連携するときに費用が

かかっておったものでございます。豊能町の

費用がかかっていたものになりますので、そ

ういったデータ連携のほうを豊能町のほうが

とよのんコンシェルジュと何もしなければ、

今のままの状態で、豊能町の負担なく、令和

９年度まで利用できるということになってお

ります。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

ということは費用はかからないで令和９年

度までいけるっていうことね。 

はい、わかりました。ほかもそうかな。 

ちょっともう１点、ごめんなさい。インフ

ラなんだけども、公園、Ｗｉ－Ｆｉがありま

したね。 

たしかこれはどうなってます、そのまま。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

インフラの公園の、光風台中央公園のとこ

ろになりますけれども、Ｗｉ－Ｆｉというと

ころで令和６年度末までは、事業所のほうで

費用負担して利用できるようになっておりま

した。 

今も一応できるようにはなっておるんです

けれども、その事業所のほうからは一応令和

６年度で事業が終わっておりますので、今後

どのようにするのかっていう、町の負担でＷ

ｉ－Ｆｉのほうをしていくのか、もうＷｉ－

Ｆｉのほうはやめていくのかというようなち

ょっと話合いをしてほしいというような形で

連絡をいただいている状況でございます。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

とよのんコンシェル、使えるからってどう

するの。その先はあるんですか。 

ＡＩオンデマンドバスも市内の時刻表見れ

る、何に使うんですか。ただだから使うのは

いいんですけど、使えば使うだけ周知されて

いくんですよ。それで、未来があるんだった

らそれでいいですよ。今後こういう展開しま

す、マイナンバーカードと一緒ですよね。今

度こんなんします保険証載っけます、免許証

載っけまして次があるんだったらいいけど、

その先がただだから取りあえず延ばしますけ

ど使わなくなるのに、置いとく意味ってどこ

にあるんですか。そしたら、もっと閉じると

き混乱しますよ。 

そこの方向性というのはどういうふうに考

えておられるんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

とよのんコンシェルジュにつきましては、

今アプリのほうで見られるのは、町内のスー

パーのチラシであるとか、あと、先ほどもち

ょっと御説明させていただきましたデマンド

タクシーの時刻表であるとか、その予約先の

表示がされたり、あと阪急バスの路線バスの

時刻表も見れて、阪急バスのほうの表示もで

きますので、費用負担かからない部分で、そ

ういったコンシェルジュアプリの利用ができ

るのかなと考えております。 

今後もし、ヘルスのほうで使うとか、何か

の関係で使うということになればその費用も

考えまして、どうしていくのかというのを考

えないといけないかなと思っておりますけれ

ども、今の段階では、豊能町として費用負担

をしてまではコンシェルジュアプリの費用展

開というのはちょっと難しいかなと考えてお

りますので、無料で使える間、アプリのほう

は使用していけたらと考えております。 

以上です。 
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○委員長（秋元美智子君） 

  はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

だから、最終的に次の展開がないけどただ

だから使うということですよね。 

そしたら、これ便利だよっていうふうにい

ろいろ口コミで広がったとします。これを使

えば、こんな時刻表見れますよって広がって

って、それで広がった途端に、ただじゃなく

なったんでやめますということをするんです

かっていうことをおっしゃってるんですよ。 

もし続けるんであればこのシステムとかア

プリっていうのは続けて次の展開があるか

ら、それはどんどん一つずつ少しずつ周知し

て、実際に行政がマイナンバーカード一生懸

命やってるじゃないですか。それと一緒のよ

うに考えてほしいだけですよ。 

周知させるためにいろんなポイントを付け

たりとかやって今度はこんな便利になりま

す。最初抵抗ある人も徐々に使っていく人が

増えていきます。 

これが途中でやめるって言ったら、お金使

わないですよね。混乱招くだけですよね。 

今言われてることが何か広がって便利で広

がっていきますけど、先がないんで、その先

は一気にばさっと切るっていうことですよ

ね。 

それともここから先、何か新しいことをま

た考えられるんですか。そしてまた費用かか

りますけどね。そこの方向性は、やめるなら

やめる、続けるなら続けるということを明確

にしないと本当に全部中途半端になっていく

ような感じがしますけど。 

それと、テレビプッシュも何度も言ってま

すけど、本当に事業計画出してください、新

しい事業というんであれば。何か、既存の残

りでそのまま今度はこっちのほうに配布しま

すじゃなくて、300台のうち、聴覚障害者が

100台渡す、残り200台は一旦回収して契約す

るぐらいのことをしてもらわないと、余って

るからまた使ってくださいっていうのはちょ

っと違うんじゃないかなと思いますよ。 

○委員長（秋元美智子君） 

課長答えられます。 

はい、お願いします。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

とよのんコンシェルジュにつきましては、

もし令和９年度までは、ＣＳＰＦＣのほうで

費用負担で動いている状況なので、使ってい

くっていうところなんですけれども、もし令

和10年度以降、令和９年度までＣＳＰＦＣで

それ以降町のほうで使うということであれば

また費用負担の関係も出てきますし、先ほど

議長おっしゃるように、町としてどのような

事業展開が必要かというところも出てくると

思いますので、８年９年かけて、ＣＳＰＦＣ

と話しながら、やめていく方向にしていくの

か、９年度以降、費用負担を見ながら、町と

してどうしていくのかというのを判断できた

らなと考えております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

今の続き。 

はい、お願いします。 

田中課長。 

○総務課長（田中久志君） 

おはようございます。総務課、田中です。 

テレビプッシュの新規事業ということで事

業計画をというところでございます。 

進め方につきましては、先日の委員会のほ

うでも御説明させていただきましたとおりな

んですけども、またちょっと改めまして、事

業計画のほうもちょっとまとめたいなと思っ

ておりますので、それはまた出来次第御説明

をさせていただきたいと思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

ちょっと待ってね、テレビプッシュわかり
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ました。事業計画を出してくださるという。

それであのコンシェルジュのほうは、８年９

年を検討時期というふうにこちら捉えていい

ですか。以後続けるかどうか。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

９年までは一応、何度も申し上げて申し訳

ないんですけれども、はい。ちょっと使いた

いなと思っておりますけれども、議長の御指

摘のとおり、町として先がないものであれ

ば、やめていく方向に進めていかないといけ

ないと思いますし、費用の負担がどれぐらい

かかるのかというところが今ちょっと把握が

できておりませんので、あと事業展開もどの

ようにしていくときにはどれぐらいの費用か

かるかというところもちょっと把握ができて

いませんので、そういうのを見ながら、今後

決めていけたらなと考えております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

先ほどの山内課長の説明で、コンシェルジ

ュは、ＣＳＰＦＣの好意みたいな感じでおっ

しゃったと思うんですけどね。 

もともと9,000万円かけて、これをつくっ

た。そして、７年８年９年と使わしてもらえ

るということは、それだけ儲けてはるいうこ

とじゃないんですか。 

このお金の使い方がね、また業務委託やか

ら言うて、何に何を使ったかっていうことは

教えてもらえないかもしれないけど、本当

は、先ほど議長もおっしゃったように、ここ

で一旦切ったほうがよかったんじゃないです

か。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

とよのんコンシェルジュはＣＳＰＦＣのほ

うでアプリの開発していただいてるんですけ

れども、今までの間、６年度の間も何度かＣ

ＳＰＦＣのほうから、アプリ、コンシェルジ

ュについてこういう事業展開できますよとい

うようなお話を何ぼかいただいております。 

診療診断が相談ができるアプリがあります

よとか、コンシェルジュにデータ連携できれ

ばそういった事業展開できますよというお話

をいただいてるんですけれども、そのたびに

やっぱりデータ連携には費用がかかりますの

で、そこまで費用をかけて町のほうではちょ

っとできないかなというふうな返事をしてま

して、ＣＳＰＦＣのほうとしてはいろんな事

業展開の中身を町のほうに持ってきまして、

町のほうで何か取り組めるものがあればデー

タ連携をして、費用を、町のほうで賄っても

らうような形で、このアプリのほうは、事業

展開を考えているように感じております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

ほか。 

どうぞ、永谷副委員長。 

○副委員長（永谷幸弘君） 

おはようございます。永谷です。 

今の続きですけれども、ＣＳＰＦＣ、９年

度まで総務省の補助金を使うということで。

勘ぐりなんですけどね、これＣＳＰＦＣのた

めにね、町がわざわざ９年度までやるという

ことしかちょっと僕ら聞いてて、そんな感じ

になってしまうんですわ。 

はっきりとずばっとやめれたらやめたいけ

れども、何かその辺のひっかかりがあるんか

なと勘ぐってしまいますんですけれども、そ

うじゃないんですか。 

ＣＳＰＦＣのために、９年度まで引っ張っ

て、総務省のほうから府から何かお話があっ

てですよ、補助金を使いたいということがあ
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るのかどうかという、勘ぐりですけれども、

実際どうなんでしょうかね、それをちょっと

聞きたいんですけどね。 

○委員長（秋元美智子君） 

ＣＳＰＦＣが使ってちょうだいという感じ

で来てるのか。 

まだこういう、９年までいけば今度新たに

こういうサービスがありますよみたいな情報

も入ってるのかちょっとわからないんですけ

ども。 

山内課長、お願いします。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

とよのんコンシェルジュにつきましてはＣ

ＳＰＦＣのためにというよりかは、一応開発

にも一応一定のお金もかかりまして無料で使

えるのでというところが、令和９年度まで使

っとこうかなというようなところの考えがあ

りましたので、ＣＳＰＦＣのために令和９年

度まで残すというようなところからの発想で

はないっていうところで、先ほども管野委員

の説明のときに、ＣＳＰＦＣとしては、とよ

のんコンシェルジュアプリを開発したのでそ

れにかかるサービスをすごい何か考えられて

それを町のほうに売り込みに来られるんです

けれども、町としてはデータ連携の費用とい

うのは負担できないというところをずっと申

し上げてまして、そういったところで、なか

なかコンシェルジュを利用したような展開っ

ていうのは、しにくいところはあるんですけ

れども、令和９年度までは、費用負担なく、

町のほうで使えるというところで利用してい

きたいと考えております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

これはちょっと私のほうが質問したいんで

すけど、このさっきのコンシェルジュの中に

阪急バスの時刻表とか入ってるとおっしゃっ

てましたね。最近ですよね、変わったのは。 

それは向こうのサービスで入れてくれたっ

て理解していいですか。ここの経費かかって

んだろうか。 

９年度までは、向こうのサービスみたいな

形で豊能町の中からこれ入れてほしいあれ入

れてほしいということが言えるのかどうか、

もしサービスだとしたらね。 

はい、お願いします。 

山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

今まではＡＩオンデマンドバスの予約がで

きるとかというようなプログラムになってお

ったんですけれども、今のところ、そういう

事業展開はちょっと町のほうではできないの

で、メニューも工事中みたいな表示よりか

は、豊能町の町内の交通事業の関係のものを

載せたほうがいいというところで、更新をし

たいけれどもできますかというような相談を

させていただいて、費用がかからない範囲で

やっていただくというところで、今回その時

刻表を載せたりとか、阪急バスのホームペー

ジに飛ぶようなリンクを張るような形で修正

をしていただいております。 

令和９年度までの間も、もし町のほうでこ

ういったことをしたいというふうにコンシェ

ルジュのメニューを変えてほしいというお話

をさせていただいて、費用がかからない範囲

では追加とか修正はできますというような御

返事はいただいております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

無料で変えられるとこもあるんですね。 

わかりました。 

はい、ほかございますかしら。 

今のとこから、見守りとかそういうとこ

で。上からでも順番かな。 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 
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コンシェルジュは、向こうの善意なの。そ

れと向こうはお金をもらっているっていうの

は事実なの。それでなぜつながるの。これか

らお金返せっていうような相手ですよね、違

うの。そことつながっていく。 

いや我々提言出して、ここまで引っ張った

のは、ＫＰＩをとるために３年間は一緒に事

業をしないといけないからっていうのでしょ

うがないよね。そしたらそういうところと、

バチバチとはやりにくいよねっていうことで

ここまで引っ張った。でも何か今の聞いてる

といろんなところではつながってつながって

ここで終わって、それで、どの面下げてか知

らないけど、向こうから事業展開を言ってき

ているっていう。コンシェルジュを使ってこ

んなことをしたいですって、こんだけの実績

を見せてもそれを言えるっていう、すごいな

と思うんですけど。まず払えよっていうこと

になっちゃいますよね。 

実際、このコンシェルジュは向こうの本当

のボランティアなの。向こうはそれをやって

ますっていうことで、総務省からまたお金は

入ってるんですか。そしたらその余裕ですよ

ね、こんなん。 

○委員長（秋元美智子君） 

ちょっと、ちょっと整理させてね。 

このデータ連携のところ話し相手というの

はどなた。代表じゃなくて、そこに関わって

る企業、企業の今のお話ですか。 

企業とのやりとりなのか、それともそこの

代表のＣＳＰＦＣのやりとりなのか、ちょっ

と確認させてくださいそこは。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

話合いをしているのはＣＳＰＦＣになりま

す。 

この令和９年度まで何で使えるのかってい

うところは、とよのんコンシェルジュの開発

は町の負担なくＣＳＰＦＣのほうが総務省の

交付金を使って、令和５年度の交付金を使っ

て開発しております。 

総務省のＫＰＩとるのが５年間というのが

決まっておりまして、令和９年まではＣＳＰ

ＦＣとしてＫＰＩをとらないといけないとい

う期間になってまして、その間は費用負担な

くＫＰＩをとらないといけない期間で、９年

度までは使えるというふうに聞いておりま

す。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

ちょっと、ちょっと理解できなくなった。 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

何で向こうに忖度しないといけない。 

勝手に、こっちは３年の義理を果たしたわ

けですよね。２年間向こうが５年度の補助金

で５年間のＫＰＩをとらないといけない、残

り２年あるからそれ無料です、向こうはしな

いといけない状況ですよね。 

こんな、未来につながらないことを、また

豊能町のフィールドを使わせてあげるんです

か。こんなにいろんなことされてるのに。 

いやいいじゃない、もうこっちの役割は３

年で終わったんだから、未来の展開もないし

ね、そしたらもう切ったらいいじゃないです

か。 

だって混乱招きますよ。広がれば広がるほ

ど。そこら辺はもうちょっと慎重に考えない

と。 

○委員長（秋元美智子君） 

ていうか、別途この費用では、大きなね、

問題を抱えてて、相手はＣＳＰＦＣですよ

ね。そのＣＳＰＦＣがさらに９年までＫＰＩ

とらなくちゃいけないから利用するっていっ

たら、何か本当にそれでいいのかなっていう

のはちょっと、議長も私も、感じるとこなん

ですけど。 
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先ほど出てきたもう１個の子育てのとこも

９年までですね。子育てもね、全然豊能町の

住民使ってない。しかもこれの入口っていう

のは、コンシェルジュからだったと思います

けども。 

そうですね、子育てのほうも５年間延ばす

んですね。一応コンシェルジュを窓口に。 

いかがですか。 

はい、お願いします。山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

子育て事業のオンライン会計スクールの申

込みが、とよのんコンシェルジュのメニュー

の中から申し込むということになっておりま

すので、令和９年度までの利用ということに

なっております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

例えば今これ、全然実績ないでしょ３年

間。実績ないから、もういいですと、となっ

たときなんか、衝突するものありますか。別

にない。 

先ほどのＣＳＰＦＣの９年度までのＫＰＩ

に影響するとか、そういうふうなとこがある

のかな。いかがです。 

はい、ちょっと暫時休憩します。 

  （午前 10 時６分 休憩） 

  （午前 10 時７分 再開） 

○委員長（秋元美智子君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

はい、どうぞ。 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

今ちょっと厳しい御意見いただいておりま

して、令和９年度まで継続利用するというこ

とで、これＣＳＰＦＣが、国との関係でこう

いうことを申し出てきてるのかなというふう

に思います。 

子育ての部分につきましては、これは、そ

のときに同時に総務省のお金でやってるとは

ちょっと、私どものほうは認識しておりませ

んので、ここの部分がどうなのかっていうの

はちょっとＣＳＰＦＣのほうと協議をさせて

いただく必要があるのかなというふうに思っ

ております。ただ、コンシェルジュに引っ付

いてきてるものなのでこのまま使うことは可

能ということで今御説明を差し上げておりま

して、この取扱いにつきましては、今の委員

の皆さんの御意見を踏まえてですね、どうあ

るべきかというのを改めて、これは協議させ

ていただくことは可能かなというふうに思い

ます。 

それとあと、データ連携基盤のほうなんで

すけども、これ皆さんから厳しい御意見いた

だいております。今後の展開もないのに、だ

らだら、何か向こうが言うてきてんのんに使

うのかと、こういうことだと思います。 

ここのところはですね、これＣＳＰＦＣの

ほうも国の補助金とってやってらっしゃる、

豊能町をフィールドとしてやってらっしゃい

ますので、そこんところ我々やっぱりこれ総

務省との関係もございますので、ちょっとそ

こは慎重に、ちょっと対応はさせていただく

必要があるのかなあというふうに思っており

まして、一度、ここの部分についてもＣＳＰ

ＦＣの側とですね、今の委員の皆さんの御意

見を踏まえて、どう取り扱うのかというのは

ちょっと協議させていただく必要があるのか

なというふうに思います。 

以上でございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

うがった見方をすれば、豊能町でこの事業

を始めて、なおかつ総務省のこの事業やって

ることで、総務省の補助金をとって、なおか

つそこの中で、豊能町じゃなくてほかの事業

も進めながら、要は豊能町を引き合いにし

て、何かだらだら、だらだらって失礼な言い

方かな、向こうにとってみたら。 



11 

豊能町は何か、いい材料というのか。豊能

町がやってきたからこそ、総務省からの補助

金をとれたと、ＣＳＰＦＣにしてみたら。 

何かそういうふうに利用されてるような気

がしなくはないんですけどね。 

はい、どうぞ。 

○副町長（高木 仁君） 

今、委員長のほうから御指摘いただいてお

りますけどこれＣＳＰＦＣ側から、以前に

我々お金が入ってこないことについてどうな

のかということで見解を求めたことがござい

ます。 

その中の相手方から返ってきてる見解書の

中にもですね、ＣＳＰＦＣ側から総務省のお

金入ってやってる事業について、ＫＰＩがと

れないとかそういうことになったら、豊能町

さんのほうに迷惑かかるっていうのはちょっ

と表現はあれですけども、そういった見解書

の中身もございましたので、そこんところは

我々ちょっとこれ、慎重に検討はさせていく

必要があるのかなというふうに思ってます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永谷副委員長。 

○副委員長（永谷幸弘君） 

子育て、今の話ですけど、内容的にこれで

いって、３年間全く申込者ゼロという形で、

内容的にも全くあかんかったなという気もし

ますし、３年間の総括をね、必ずしてはりま

すやんか単年度で。総括した上でまたこれを

続けるというのは僕よくわからないんです

わ。 

そうなると先ほどの話に返ってしまいます

けれども、やめられない事情があるんだなと

いうことしか、勘ぐりしかできないんです。 

はっきりと町として総括してもうやめると

いう総括をするべきじゃないかなという、全

くないですやん、３年間ゼロと。 

その内容によって多分申込者がなかったな

という、こういう内容でやってらっしゃいま

すんで違うことを考えておれば、仮の話です

けども、出てきたんじゃないかなという気が

するんですけど。 

町としてしっかり総括して、はっきりと

ね、こういうことでできませんでしたのでや

めますという、そういうことをやっぱり総括

をしてほしいなという、私は気持ちでおりま

す。 

このままずるずるといったら反対にね、豊

能町いうたらこんなんですこんなんです、こ

んなんするで、違うとこでまた吹聴されて

ね、豊能町のちょっとやっぱり威厳というの

をしっかり持っていただきたいと思います

わ。言われっぱなしじゃなくってね。全くゼ

ロですやん、これ総括が。ゼロゼロゼロ、そ

れでまだやるということをおっしゃってます

んで、ちょっとその辺のとこしっかり総括し

て、はっきりと考えをですね出してほしいと

思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

今の副委員長の御意見いかがです。 

私もそのとおりだと思いますし。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

この子育てのオンライン会計スクールにつ

きましては総務省の交付金が入っているのか

どうかというところも確認して、あと今まで

どのような事業展開をしてきたところもちょ

っと私把握できてないところもありますの

で、一度整理をさせていただいて判断してま

いりたいと思います。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

総務省が関わっているか関わってないか関

係ない、うちは。町が判断すること、この３

年間の実績を見て。 

コンシェルジュから入ることは入るんでし

ょうけど、そういうルートで３年間ゼロです
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よね。 

なまじ、総務省が関わっているかどうかな

んて聞く必要もないと思うけどね。私は思い

ますが。 

はい、議長。 

○議長（永並 啓君） 

今委員長言われたように、なぜ総務省の事

業ごとに聞いていくの。ここまでされてて。

業務委託の内容ってほぼ開示されないんです

よね。そしたら全部言ってくださいってなり

ますよ。 

例えばテレビプッシュ5,000万かかって

て、実際に直でやろうとしたら保守管理料だ

けで200数十万でいけてシステムでそんだけ

かかるんですよね。それは適正なのかとか、

いろいろ聞きたいこと山ほどある。 

一旦は整理してそこで切らない限り、ずる

ずるずーっとこの金額で残っていきますよ。

開発のこの5,000万本当に適正なんですか。

コンシェルジュの9,000万適正なんですか。 

そこにずっと引っ張られますけどね。 

それとあともうちょっと住民の混乱も考え

ていただきたい。ＣＳＰＦＣの補助金云々の

話じゃなくて、使わないものを残す、それに

よって、少しでも１人でも２人でも、それを

利用して、便利だよねって使いました、でも

やめますって言ったら混乱しませんか。使っ

てる側わ。 

それにそういうね、時刻表とかチラシと

か、そんなものは民間企業がどんどん出して

きます。それで儲かるとなれば。なくたって

全然困らない。 

本当にそこら辺は１回スマートシティとし

て、豊能町の役割のＫＰＩ３年というものが

終わったんだから、そしたらそこで１回仕切

って、それで改めて今までの総括する意味で

もＣＳＰＦＣとしっかりと向き合って、ちゃ

んと、約束どおりちゃんとお金を入れてくだ

さいねっていうのをやった上で次ですよね。 

どの面下げて新しい事業展開と言ってるの

かもう信じられませんもん。 

本当ばかにし過ぎですよ。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

このスマートシティ事業の実績なんですけ

ども、これ我々がデジ田の交付金もらってや

った事業についてここに書かせていただいて

おります。 

データ連携基盤というのはそのうちのです

ね、この上のところについては、もともとＣ

ＳＰＦＣ側のほうが、このデジ田の交付金を

多分もらう以前かどうかわかりませんけど、

ベースに総務省の補助金もらいながらつくっ

たものであると。それで我々のお金もこれ、

このほかのメニューと連携さすために、構築

したという部分ございますけども。 

なのでこのデータ連携基盤に関しては、私

先ほど申し上げたように、やはりちょっとこ

の総務省というところの関わりがございます

ので、そこは委員の皆さんから厳しい御意見

をいただいてますのでその意見を踏まえた上

で、ＣＳＰＦＣ側にこれをどう取り扱えば、

我々としてはこう取り扱いたいけども、それ

はそちらのっていうんですか、総務省のほう

とですね、我々のほうと我々のほうにもそ

れ、当然先ほど申し上げたように見解書の中

で、議長のほうが恫喝されてるというような

表現ございましたけども、我々のほうで一定

そこは何か縛りがあるのであれば、そこはち

ょっと慎重に考えないといけませんしそこは

ちょっとデータ連携基盤に関してはちょっと

お時間いただいて、我々ＣＳＰＦＣ側とです

ね協議をさせていただきたいというふうに思

います。 

子育てにつきましては、これ我々内閣府の

デジ田交付金もらってやってる事業だという

ふうに思いますので、ここは我々のほうでで
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すね何らかの判断ができるのかなというふう

に思っております。今の委員の皆さんの御意

見を踏まえてですね、ここのところの取扱い

は、ＣＳＰＦＣ側とですねデータ連携基盤の

今の私申し上げたような協議内容と併せてで

すね、話はさせていただきたいというふうに

思います。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

令和５年にね、豊能町も入れて、11億のこ

のスマートシティを続けるという話がありま

したよね。政策会議で、やめることになっ

た。 

でも今、山内課長が、コンシェルジュのこ

とで、総務省から補助金が入っている。 

この令和５年は豊能町を抜いて、このＣＳ

ＰＦＣだけが補助金をとってきて、この事業

を続けるということなんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

このとよのんコンシェルジュの開発につい

てはＣＳＰＦＣのほうで総務省の補助金、交

付金を活用して作成されたものになります。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

ごめんなさい、もう一遍言って、どの部分

が総務省の。再度答弁お願いします。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

ＣＳＰＦＣが総務省の交付金を活用して作

成したのが、とよのんコンシェルジュのアプ

リの開発になります。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

この令和４年の9,000万は関係ないんです

か。令和５年にちょっと入っている金額はわ

かりませんけど、別に総務省から補助金をも

らったんですか。 

私たちはこの金額、３億9,000万しか聞い

てないんですけど。 

○委員長（秋元美智子君） 

  はい、田中課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

このとよのんコンシェルジュの開発につき

ましては、令和３年度の総務省の予算で、豊

能町でスマートシティ事業を行っていくため

に開発したＣＳＰＦＣが総務省の予算をとっ

て、補助金をとって、開発いたしました。 

その後に令和４年度に、デジ田交付金を豊

能町がとって、それが３億9,000万の事業な

んですけど。 

それで、デジ田事業をデータ連携基盤を使

って、令和４年度に事業をいたしました。 

この令和５年度の部分については豊能町

は、補助金はどこの省庁からもとってなく

て、ＣＳＰＦＣのほうが、同じく総務省の補

助金をですね、とよのんコンシェルジュが１

回カスタマイズといいますか、変わったと思

うんです。もともと令和３年度につくってか

ら、中をちょっとさわってましてカスタマイ

ズをしておりまして、見た目とかもちょっと

変わったと思うんですけど、そういったこと

をするために、ＣＳＰＦＣ側が補助金をとっ

てやったということで、開発は令和３年度、

カスタマイズ費用として５年の事業としてや

っているということでございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

この変わった前は、通貨があったからです

か。通貨がありましたよね。 
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それがもうなくなって、ここはリニューア

ルされたいうことですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

というか、総務省の部分と、このデジタル

田園都市の部分、はっきり出していただきた

い。口頭ではわからない。 

ここにある令和４年スマートシティ事業の

サービスごとの内訳、この資料とも合わなく

なってくるし。私のとこではちょっと理解で

きないですし、ちょっと内訳出していただき

たい、総務省の部分。 

これは委員長からお願いです。 

はい、よろしいですか。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

そもそもＣＳＰＦＣって豊能町も入ってる

んじゃないんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、田中課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

ＣＳＰＦＣの中に豊能町も入っておりま

す。 

○委員長（秋元美智子君） 

違うのに、 

○委員（管野英美子君） 

だったら他人事みたいに言わないでほしい

し、今、秋元委員長がおっしゃったようにし

っかりとこの金額も出してほしいです。 

○委員長（秋元美智子君） 

これは出ますね。 

どの部分が総務省でどの部分が。 

はい、お願いします。 

○副町長（高木 仁君） 

ここに書かせていただいてるのはこれは内

閣府のデジ田の交付金のお金でございます。 

これとは別に、ＣＳＰＦＣ側が、総務省の

補助金を使ってやった事業があるということ

になってまいりますので、その費用をこちら

のほうに、この委員会でまた改めて御提示さ

せていただくということでございますので、

ちょっとこれはＣＳＰＦＣに我々も入ってる

というところを御指摘いただいてますけど

も、これも改めてちょっと申し入れさせてい

ただいて、何らかの形で御報告させていただ

くということでさせていただきたいと思いま

す。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

豊能町からお金が入ってなくてもフィール

ドは豊能町で、私たち議員は住民からいろん

なことを聞かれるんです。テレビプッシュも

使ってないから持って帰ってって言って、１

台持って帰ったし。 

だからしっかりと説明いただかないと、私

たちは住民に説明できません。 

お願いします。 

○委員長（秋元美智子君） 

ちょっと１点確認させてくださいね。 

今の総務省の関係なんですがこのデジタル

のところのスマホ教室ありますわね。このと

ころに総務省の補助金を活用してってありま

すけども、これは豊能町が総務省の補助金を

活用するってことね。ＣＳＰＦＣのこのお金

じゃないですね。 

はい、お願いします。 

○副町長（高木 仁君） 

このお金については企業側が、また別の、

このスマホ教室をやられた事業さんが、別に

補助金とってこられてやったものでございま

すので、町でもないしＣＳＰＦＣでもないと

いうことでございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

補助金としては町の予算書に載っかってそ

のまま企業のほうへ、企業さんのほうへ行く

っていう形じゃなくて、直接行くということ

ですね。 
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ちょっとそこだけ確認します。 

○副町長（高木 仁君） 

今、委員長おっしゃった直接行くというこ

とでございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、副委員長。 

○副委員長（永谷幸弘君） 

先ほどのテレビプッシュなんですけど、令

和４年の５年、６年実績、131、131、131で

出てるんですけど、これ、単年度で同じ数字

の131台で合計393台でいいんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、田中課長。 

○総務課長（田中久志君） 

総務課、田中です。 

このテレビプッシュの131台はその年度で

テレビプッシュを御利用されてるといいます

か、の数になりますので、合計ではなくて、

131台がマックス、全てということになりま

す。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、副委員長。 

○副委員長（永谷幸弘君） 

わかりました。 

下のウエアラブルにしたって最終的には

273台が合計数ということですね。 

131台の中で実際使ってらっしゃる方とい

うのはわかるんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

時間かかるようでしたら暫時休憩いたしま

すが。 

はい、暫時休憩いたします。 

 （午前 10 時 25 分 休憩） 

 （午前 10 時 28 分 再開） 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、休憩前に引き続き会議を開きます。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

今ちょっと最新の稼働台数はちょっと今確

認中なんですけれども、今わかっているとこ

ろでは、令和６年の５月の20日の時点では配

布台数、設置台数が131台に対しまして、稼

働台数は101台というふうに報告を受けてお

ります。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

３月ぐらいだったと思うんですけど、利用

者にテレビプッシュ、アンケートをとられた

と思うんですね、引き続き使いたいという人

もいたというのを聞いてるんですけども。 

そこのところの総括っていうのはしっかり

できているんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、田中課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

今年の３月にテレビプッシュ、３年間のモ

ニター利用された方々にアンケートのほうを

実施いたしました。アンケート、回答率とし

まして58％ということでございました。 

結果につきましては、日常的に御利用され

ているという方は32％、それから半数以上で

すね56％の方が引き続き利用したいというよ

うなまず結果がございました。どういった情

報を見ているのかとかあるいはどういった情

報を期待しているのかというところにつきま

して、防災情報を見ているという声が、防災

防犯ですね、そういったことを見ているとい

う声が多くありまして、災害時の情報伝達手

段として有用性があるのではないかという判

断をいたしまして、今回、新たな事業を立ち

上げたいというふうな一定検証しておりま

す。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 
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○委員（管野英美子君） 

そのアンケートの書き方がわからへんから

ってお手伝いしたんですけども、引き続き使

いたいという項目の中で、無料とか何も書い

てなかったんですね。そこの分析はできない

でしょ。そこをどうするんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、田中課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

アンケートでお聞きできなかった部分、あ

るかと思います、思っております。 

そこにつきましてはですね、改めてモニタ

ーの方に、継続利用の確認ということで、有

料無料の部分なんですけども、そちらのほう

もですね判断を町のほうで有料でいくという

ことであればそれを判断してですね、それを

モニターの方に再度、お知らせをして、それ

でも利用されるのかどうかというところをお

聞きしまして、事業のほうを進めていきたい

というふうに思っております。 

○委員長（秋元美智子君） 

ちょっと待って。 

はい、議長。 

○議長（永並 啓君） 

ここに書いてるのは、はけた台数しか書い

てない。じゃなくって、デジタルって言った

ら、どこに誰がどの時間にこういう情報にア

クセスしました。今ネットで何か情報アクセ

スしたらそれにこの人はこんなに関心がある

んだなあって言って、それに関する情報がど

んどん来るんですよ。企業から何か提供され

ないんですか。何かとってもアナログなアン

ケートをとってはりますけど。 

例えばテレビブッシュの画面が出てきま

す、何時に何人の方がこれだけアクセスしま

した、防災の警報が出ました、何人の方が見

られました、日とか全部でわかるはずなんで

すよ。そこら辺は全部企業が抱え込むんです

か。住民のことですよ。 

豊能町の住民はどういったとこに関心があ

るんだなというのを十分こちらが知るすごい

テャンスなんですよ。でもそこの中身の部分

は全く教えてもらえないんですか。 

そこをちょっと確認させてください。 

○委員長（秋元美智子君） 

いかがですか。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

今回ちょっとこの131台という報告だけを

させていただいておるんですけれども、そう

いったところについてはちょっと企業のほう

からデータいただいておりませんのでちょっ

と確認したいと思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

一応データとってんのかな。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

稼働している状況とか、何をメニュー見て

るかっていうところわかるかなと思いますの

でそこは企業のほうに確認したいと思いま

す。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、議長どうぞ。 

○議長（永並 啓君） 

それ本当にしないと何にも残りませんよ。 

企業はそれを分析して、もしかしたら豊能

町ではこんなとこにこんな人が関心を持って

るんだなと、売り込みかけるかもしれない

し。下手したらそれが企業に流れて、しょっ

ちゅうしょっちゅう電話かかってくる人がい

るかもしれないし、貴重なデータなんです

よ。それを教えないというとこ違和感を持た

ないと。 

何か全部が、見守りもタグを配りました、

ヘルスケアもこんだけ配りました、大事なの

はそこじゃないんですよ。 

それを使って、この人はヘルスケアのバン



17 

ドだったら、どういうふうに健康を保たれた

かなと、ここで異常が出て企業のほうが関知

して、そこからすぐ医師につないでくれたか

なと、それで重病化する前に助かることがで

きたかなとか。防災情報がふだんは防災無線

が聞こえないけどそのテレビプッシュを使う

ことでその防災無線が出てきました、そうい

うふうに何人に配って130何台のうち何人の

方がアクセスして、それでその結果、災害に

対して備えができたとか、そういうところを

聞かないと、そこですよ大事なところは。デ

ジタルの大事なところは。これだと何かすご

い配って、終わってますよ。 

そこは本当に聞かないといけないし、本当

その企業本当失礼なことしてますからね。使

うだけ使って、豊能町の住民にこんだけデー

タくださいって言って使うだけ使って、それ

を提示しないというのは、その時点で企業の

倫理感の姿勢を疑いますけどね。 

○委員長（秋元美智子君） 

それはお願いします。あとで報告してくだ

さい。 

ほかございますか。 

はい、永谷副委員長。 

○副委員長（永谷幸弘君） 

テレビプッシュまたいきますけども、131

台、お聞きしまして載ってますけども、当初

何台を配布する予定で今現在131台のうち使

っていらっしゃるのは106台って聞いたんで

すけどね、当初何台でしたっけ。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、田中課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

当初はたしか、すいません、ちょっと今記

憶が曖昧なとこありまして100台、当初100台

だったと思います。 

高齢者世帯を中心に、モニター100世帯募

集をしたというような、４年度の実績の資料

がございますので100台だったと思います。 

あとは、自治会ですね各自治会のほうで募

集をさせていただいたのと、健康増進事業に

参加されている高齢者あるいは高齢者支援を

行うＮＰＯ団体ですとか施設ですね、そうい

ったところを中心に100台だったと思いま

す。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永谷副委員長。 

○副委員長（永谷幸弘君） 

ということは、目標に対して1.3倍いって

るんですね、今ね。そういうことなんですよ

ね、頑張っていただいてるいうことですね。 

これで、右に書いてますけれども、６月議

会に補正予算を提出と書いてありまして、こ

の100名を予定して131台、1.3倍になってま

して、これからまた新たにこういう事業を起

こして事業展開を起こすということなんです

けど、最終的には何名を対象に考えていらっ

しゃるんです。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、田中課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課の田中です。 

予算としましては、253万円の予算の中で

は、300台まで、300台までの予算というとこ

ろで確保したいなと思っておりまして、じゃ

あ、今すぐその300台、計画的にあるのかと

いうとこなんですけども、今取りあえず考え

ておりますのはまず聴覚障害のある方、こち

らにつきましては、今現在93名おられるとい

うふうに聞いておりますので、こちらの93名

の方については、いわゆるプッシュ式でお知

らせ送らせていただきまして、設置のほうを

進めていきたいなと。 

残り210台ほどあるわけなんですけども、

その分につきましては、今モニターとしてこ

れまで３年間モニターとして、実証実験に参

加された方については改めて継続の有無を確
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認するお知らせ、条件を一定こういう条件で

やりますよ継続しますかというのを示した上

で、お知らせを送付してされるかどうかとい

うところを確認していきたいなと。 

あと、町の施設につきましては、町の施設

とあと高齢者施設につきましては、継続して

これ18施設ございますので、こちらは継続し

て付けていきたいなということで今のところ

考えております。 

残りのまだ300台いかない部分につきまし

ては、今後どういった方、例えば情報伝達が

困難な方で考えられるのが、例えばスマート

フォンをお持ちでない方であるとか、ちょっ

と障害者手帳までお持ちではないけども難聴

の方であるとか、そういったところをある程

度拡大していくような事業展開も考えられる

のかなというふうに考えております。 

○委員長（秋元美智子君） 

これは新規事業として、方向性作成してく

ださるという約束ですよね。 

ですね、確認しますが。 

はい、田中課長。 

○総務課長（田中久志君） 

総務課、田中です。 

今年度以降はですね、防災情報を、災害時

の情報を、やっぱり誰一人取り残さないとい

う理念のもとに、情報を流していくというと

ころの部分を中心にですね、進めていきたい

と思っております。 

まず防災の観点を入れた形で、ちょっと計

画のほうをつくってですね、進めさせていた

だきたいと思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

ほかございます。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

今のメニューなんですけどね、実際に防災

に特化するって言ったらまたお金がかかるん

じゃないんですか。 

去年の７月14日に熱中症危険レベルって言

って、テレビに大きくこうやって出てるんで

すね。だから、今のままでも、防災っていう

のはこういうふうにできてるんじゃないんで

すか。 

だからその、今のスマートシティの議案じ

ゃないかもしれないけど、これは６月の補正

予算かもしれないけど、このままで使えるん

じゃないんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、田中課長。 

○総務課長（田中久志君） 

総務課、田中です。 

メニューに関しましては、今のテレビプッ

シュのメニューを継承する形で考えておりま

す。 

○委員長（秋元美智子君） 

新規事業としてね、きちっとした計画書を

出してください。そういうことを出だしにお

願いしたと思います。 

ほかございますか。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

モビリティのことです。 

ハニタスのことですが、６月の一般質問で

も、この17.7人、 

○委員長（秋元美智子君） 

モビリティ、あとでまとめてやりたいと思

います。お願いします。 

はい、議長。 

○議長（永並 啓君） 

テレビプッシュって、これだけのメニュー

をつくらないと導入できないっていう事業な

の。これどこの会社もやってるなと思って。 

いや本来、もうここまでのメニューがなく

ても通常のメニューで、この機器をつなげれ

ば、情報を伝えますよっていうふうになって

るんじゃないのかなあと思うんですけど、そ

れだったら、機械と通信料だけで広がってい
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きますよね。 

でも今みたいに、自治体が受けてそのメニ

ューを組み込んで数千万かけて取り組む事業

といったら、どこがやってるのかなというす

ごい疑問なんですよね。 

本来の事業ってそういうもんなんですか。 

本来のメニューがあると思ってるんですよ。 

それだったら今の豊能町のメニューはなしに

してでも本来のメニューでも十分、一般的な

情報は伝えることができるんじゃないかな

と。 

それであれば一々システムをどうのこうの

したりメニューを変えたりっていうふうな費

用がなくて済みますよね。 

そこはどうなんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、田中課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

むしろ、今の形が本来のメニュー、もとも

と企業側が持ってる、本来のメニューになっ

ておりまして、豊能町がもともとこのスマー

トシティで導入するときに考えてたのは、デ

ータ連携基盤にいろんなサービスを接続し

て、データ連携し合いながらですねそのサー

ビスの効率とか、全体の効率を上げていこう

ということやったんですけども、今はもうそ

れが、データ連携のほうはしてないような状

況になりますので、企業がもともと本来提供

しているサービスを、防災の観点から入れて

いくというようなところになっているのかな

というふうに思ってます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

今のがもともとじゃお金をかけなくても今

のメニューが見れてるということですね。豊

能町はこの5,000万捨てたっていうだけの話

ですね。データ連携をするためにメニューの

ところをつくったんではなくて、データ連携

をするために、この費用をかけたっていうこ

とですね。 

防災情報はそこにはわざわざそれを言わな

いと入ってこない情報なんですか。一々、も

うそれは普通に入ってきますよね。 

そこを確認させてください。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、田中課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

過去にこのテレビプッシュ事業で、確かに

大きなお金をかけていろんなサービスをやっ

てきたわけなんですけども、そこにはそのデ

ータ連携基盤に接続するっていう費用と、あ

とほかのサービスと連携する、例えばウエア

ラブルの歩数であったりとか、あとハニタス

の予約であったりとか、そういったサービス

をテレビプッシュのほうでできるというのは

ほかの自治体でやってないテレビプッシュの

事業になります。これ豊能町独自の事業。 

でもそれはもう、今回データ連携のほうで

は接続していかないような状況の使い方にな

るので、本来のテレビプッシュの情報、それ

はもう防犯、防災そういった情報も入ってく

るサービスになります。それは特にお金をか

けなくても入ってくるサービスになります。 

○委員長（秋元美智子君） 

ほかございますか。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

豊能町の情報って入ってますよね、ＡＩオ

ンデマンド交通が走りますとか、今日は生ご

みですとかいう、それも今ここに入ってるか

らこのまま使えるいうことですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

田中課長。 

○総務課長（田中久志君） 

総務課、田中です。 
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それも今流してる情報についてそのまま使

えます。 

○委員長（秋元美智子君） 

ほかございますか。 

なければ１点、ちょっと過去説明あったか

もしれない。 

デジタルで、実績3,386万8,000円使ってま

しすね、当初に。結果的にこの金額は使って

やったことって言えば、スマホ教室だけなん

です出てきてるものは。これ、まさかスマホ

教室だけではないわね、何だったかなと思っ

てちょっと申し訳ない。過去に遡って申し訳

ないけど、もう１回内訳教えてください。 

時間かかります。そしたら、あとで結構で

す。 

この3,300万に比べたら、スマホ教室だけ

というのはちょっと余りにも不自然なので、

お願いいたします。 

はい、ほかございますでしょうか。 

なければ、モビリティいこうのかなと思っ

てます。 

あと調べてくださいね、出してください

ね、あとで今の、あとでいただくことにし

て、先に進みたいと思います。 

モビリティの関係以外で何もなかったらモ

ビリティにいきたいと思います。 

よろしいですか。 

はい、モビリティの関係で幾つかこちら

も、前回質問出てますけども、改めて何で広

告が小っちゃかったのかとよのんが小っちゃ

いままだったのか。逆にトヨタモビリティの

ステッカーは、宝塚市では張ってなかったの

に再度豊能町に戻ってきたときは張ってあっ

たと、何なんだというふうなことも当初の

ね、契約のそのものがどういうことになって

いたのかなを含めて説明、前回に委員から出

た疑問に対してのお答えからお願いいたしま

す。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

トヨタモビリティのステッカーを張ること

になった経緯でございますが、ＡＩオンデマ

ンドバスの事業につきましては、町からＣＳ

ＰＦＣに業務委託をしまして、実証運行を行

うために必要なシステム、アプリなどの導入

と車両の調達などの業務委託を行っておりま

す。 

その中で車両の調達に当たりましては、車

両がなかなか調達できない状況であったた

め、大阪スマートシティパートナーズフォー

ラムへも入っていただき大阪府も事業に関わ

っておりましたので、大阪スマートシティパ

ートナーズフォーラムに関連企業として加入

されておりましたトヨタのモビリティに協賛

という形で入っていただき、車両を購入した

経緯がございます。 

トヨタモビリティのステッカー張ることに

なったものについては阪急バスとの間で取り

決まったことになりまして、トヨタモビリテ

ィのステッカー張ることになったものでござ

います。 

次に宝塚市のほうで、ＡＩオンデマンドバ

スの実証運行のときにステッカーが張られて

いなかったことにつきましては、ステッカー

を張ることになった経緯からスマートシティ

事業、大阪スマートシティパートナーズフォ

ーラムとの協賛の事業ではなかったため、ト

ヨタモビリティのステッカーを張っていなか

ったということになります。 

あと、とよのんのステッカーが大きくする

ことができなかった理由につきましては、豊

能の今回の実証運行につきましてはちょっと

準備期間がなかったっていうところと、事業

者のほうで、当初使用していたステッカーを

そのままステッカーのデザインをそのまま使

うことになりまして、そのまま作成していた

だいていたのを利用することになっておりま
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した。 

今回、前回町で、とよのんが大きくなった

分のステッカーを作成して張り直しをしてた

んですけれども、そのとよのんの大きなステ

ッカーに差し替えるということができなかっ

たため、当初利用していたステッカーが張っ

て、運行することになったものでございま

す。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

トヨタモビリティの買ったいきさつがそう

だから、宝塚では外したっていう意味がわか

りません。この車両を使って、実証実験され

ているわけですから、付けてあげたらいいじ

ゃないですか。 

だからなぜ、また次３月に走ったときに、

今度は豊能町で張ったじゃないですか。 

だから今の説明はちょっとわからないで

す。 

○委員長（秋元美智子君） 

トヨタモビリティと阪急の間の約束で張っ

てるわけでしょ。宝塚持ってっても同じじゃ

ありませんかと、張っといてもいいじゃあり

ませんかという不自然さを管野委員はおっし

ゃったんだと思います。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

豊能町のほうでスマートシティ事業として

展開するときの車両の購入の経緯から、そう

いったことになりまして、トヨタモビリティ

のステッカーを張った経緯についてはちょっ

と詳しい内容までは把握できておりませんけ

れども、阪急バスとトヨタモビリティの間で

取り決まったことでありまして、町のほうで

の実証運行のときには張ってまして、宝塚市

のほうでは、スマートシティ事業での走らせ

だっていうところではないところで、トヨタ

モビリティのステッカーを剥がされたという

ふうに確認しております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

説明なってない。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

私、わかりません。 

別なんですけど、車が調達できなかったっ

ていう意味がわからなくて、議長も前、トヨ

タが４台用意できないはずはないっていうこ

とだったんですけど、元から800万の予算で

４台、４台用意できないということだったん

じゃないんですか。 

１台374万円って聞いたことがあるんで、

それなりの1,600万円用意すれば４台利用で

きたんじゃないんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

これは委託ですよね。しっかりと。 

委託先が何か好き勝手やってるみたいな。 

トヨタのモビリティと阪急の話し合いって

おかしいですよ、豊能町は入らなければ。 

豊能町走らすための豊能町からのね、委託

事業なのに。いかがですか。 

これ、今の答弁というのは、先方に聞いて

の答弁ですか。それともこうだろうみたいな

答弁ですか。確認して答弁ですか。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

このＡＩオンデマンドバス事業につきまし

ては町のほうからＣＳＰＦＣのほうに業務委

託をしまして、ＣＳＰＦＣのほうから阪急バ

スのほうに委託しているような事業になって

おりますので、ＣＳＰＦＣと阪急バスの間

に、ちょっと間についてはちょっと確認がで

きておりませんけれども、トヨタモビリティ

のステッカー張ることになった経緯につきま
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しては阪急バスのほうに確認しております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

いや、結局そこが必要なんですよね。ＣＳ

ＰＦＣと阪急バスの取決めが所有権について

も同じですよね。 

ここでは、我々がお金を出してるからって

いうふうな認識でしたけど、ＣＳＰＦＣと阪

急バスの取決めはどうなってるかわからない

状態なんですよね。 

そしたらもうお金渡すから、車の所有から

調達から全部やってくださいって言ったらこ

っち何も言えませんよね、文句言うのはＣＳ

ＰＦＣにうそついたやろっていうことが言え

るぐらいですよね。 

そこの契約がわからないとこれ以上何も言

えませんよね。阪急バスがどういう契約でこ

の車を所有したんですか、どういう契約でス

テッカーを張るようにしたんですかっていう

ところがわからない限り、ずっと我々の蚊帳

の外で、ＣＳＰＦＣの何かメンバーと言われ

るとちょっとまた混乱するんですけど。 

全く外されてる状態で、これ以上ここの契

約の話ってなかなか進まないですよね。 

調達できないというのをうのみにするのも

信じられないし。だって車ですよ、トヨタで

すよ、たくさん走ってますよ。中古であんだ

けの中古だったらいっぱいありますよ。 

宝塚市はどんだけ負担したんですかね。こ

の実験に車両費とか全部もう阪急バスのもう

上げ膳据え膳で全部どうぞ使ってください、

試しにさせてくださいでやってるのかな。 

こっちなんか半端じゃない額は払ってるん

で、そこがわかれば。 

○委員長（秋元美智子君） 

今それはすぐ答えられませんね。 

じゃあ、それもあわせて、先ほどお願いし

たこととあわせて、また後ほど回答いただけ

ますか。よろしいですか。 

はい、お願いします。 

はい、ほかございます。 

ほかございますかっていうよりも、ちょっ

とこっちも困っちゃうんだけど。 

今の御答弁いただいたものは、どことどこ

とどことの確認をとっていただいた御答弁な

のかまず教えてください。 

車の調達できなかったというのはまずどこ

からいただいた理屈って変ですね、事情だっ

たのか。何で阪急とトヨタモビリティの間で

そういうような、勝手に広告張るような話が

できるのか。 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

確認しておりますのは委託先であるＣＳＰ

ＦＣ、これには確認させていただいてるの

と、また阪急バスのほうには確認させていた

だいております。 

そっから先についてはちょっと確認をして

おりませんので、何ともそこは言えないんで

すけども、恐らく、ステッカーがどうのこう

のとかいろいろおっしゃっていただいており

ますけどこれやっぱり根っこにあるのは、

800万円で新車と中古車が混在して、我々の

ほうで購入したというんですかね、調達した

というところで、金額的にどうなのかという

ところが大変ちょっと我々も、そこんところ

ＣＳＰＦＣと我々契約してますので、そっか

ら先の話については、これまでのスマートシ

ティ特別委員会の中でもいろいろ御指摘いた

だいておりまして、ずっと我々も確認してき

たところでございますが、なかなか委託先の

その先のところは、やっぱりその企業間の話

でございますので、我々としてもなかなかそ

こまで、踏み入ってっていうんですか踏み込

んでなかなかその確認をとることができない

というところがございまして、ある一定確認



23 

とるところにつきましても限界があるのかな

というふうに思っております。 

トヨタモビリティというところの会社の関

係で申しますと、これまでのスマートシティ

特別委員会でも何回でもお答えしてきた内容

とそれほど、今、御説明してる内容も大きく

変わらないのかなというふうに思っておりま

して、阪急バスのほうが、当時、今はもう車

両のほうはちょっと確認させていただいてこ

れ町のもんやということではっきり位置づけ

さしていただいておりますけど、当時は阪急

バスのほうが車両を調達して、阪急バスのほ

うが走らせたというところで、やっぱりどう

しても阪急バスのほうがイニシアティブとっ

て、何事も決めてこられたというところがあ

りまして、町のほうがそこのところにきっち

り、町が走らすということでございますの

で、ここのところが関与が足りなかったとい

うところはこれまでも、反省すべき点だった

ということで申し上げてきたとおりでござい

ます。 

これ、なかなかこっから先の確認というの

が難しいんですけども、今御答弁したような

内容でですね、やっぱりこの阪急バスのほう

とトヨタモビリティのほうの協議の中で、こ

ういう結果になってきたというところがござ

いまして、そこに我々が十分関与しなかった

というところが反省すべきであったという点

でございます。 

以上でございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

一般的に豊能町がどっかの事業を委託して

委託先がですよ、勝手に次のどっかに何か頼

んで、そこが勝手に例えば豊能町の駅前でも

何でも広告立てましたみたいな、私はそうい

うイメージなんですよね。 

それってよくあることですか。ないと思う

んですよね。 

この事業の中に、トヨタモビリティ、一つ

の広告宣伝ですよねあれは。そういったもの

を入り込む余地ってのはどういう経緯で出て

くるのか。 

はい、田中課長、御説明願います。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

トヨタモビリティ新大阪は、ＯＳＰＦの大

阪スマートシティパートナーズフォーラムの

会員企業でございまして、我々がＣＳＰＦＣ

に業務委託をして、このデジ田事業を行うと

きに、ＡＩオンデマンド交通を走らせてくだ

さいというのが業務委託内容やと思うんです

けども、要はこのエリア、西地区のエリアの

中でＡＩオンデマンド交通を走らせてくださ

いというのが委託内容や思うんですけど、た

だ、ＣＳＰＦＣは交通事業者でないので、実

際にＣＳＰＦＣの企業が運転して走らすわけ

にはいかないので、そこは阪急さんにお願い

をしましたと。 

以前にもこれ資料のほう提出させてもらっ

てると思うんですけど、ＣＳＰＦＣのほうか

ら協賛金という形で、阪急バスのほうにお願

いをして、そこで走らせてくださいねという

内容が企業同士で行われたと。 

それで車両調達するときに、どうしたらい

いのかというときに、大阪府、うちのデジ田

事業は大阪府のプロジェクトでもあるので、

大阪府さんにも大分関与してもらってまし

た。その中でトヨタモビリティ新大阪がＯＳ

ＰＦの企業会員でもあるので、大阪府さんか

ら紹介をしてもらって、阪急さんとトヨタさ

んが交渉に入ったということで。800万円と

いう中で新車を希望しておりましたけどもな

かなかそのコロナの中で半導体不足とかって

いうのこともあって、２台しか新車としては

調達できないという中でですね、新車２台、

中古車２台という形なってしまったんですけ

ども、２月の運行実施を間に合わせようと思

いますといろいろその運輸局への許可とか、
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いろんな申請とかですねそういったもろもろ

が必要でありましたので、12月にはもう決め

ないといけないということやったんで、その

段階で入る新車２台、中古車２台というとこ

で進めたと。 

トヨタモビリティ新大阪は、豊能町のＡＩ

オンデマンド交通実証実験の事業に対して協

賛をしているという立場ですので、宝塚で走

る際にはですね当然その車両は使えましたけ

ども、そこには当然協賛をしていないという

立ち位置なので、そこのステッカーについて

は外しているというようなことなのかなとい

うふうに認識しております。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

車は、車を買う予算は1,600万円だったん

ですか、800万円だったんですか、最初か

ら。 

○委員長（秋元美智子君） 

予算的には当初予算的なところを尋ねてる

と思います。 

はい、田中課長。 

○総務課長（田中久志君） 

総務課の田中です。 

あくまでも車両というよりかは、運行の協

力費ということで800万円、予算としても800

万円ということだったと思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

委託したときにこういうことがあるって当

然のことですか。 

豊能町がどっかに委託したときに、その先

で、いろんなとこで協賛して何して、じゃあ

広告宣伝あげましょうみたいな、そういうの

普通なんですか。そこはどうも解せないだけ

ども。 

幾ら協賛だろう何なのと言っても、そこら

辺きちっとしとかないと。 

ということよりも、そういうことも含めて

ＣＳＰＦＣが認めちゃうというところも、い

いですよみたいな。 

この説明をお願いします。 

はい、お願いします。 

○総務課長（田中久志君） 

総務課、田中です。 

協議の段階で豊能町としてですね、委託者

としてですね、十分なそこの協議の場に加わ

っていなかった、ある意味その企業同士のや

りとりというところで、ある程度お任せをし

ていたというところは反省をしておるところ

でございまして、企業同士では当たり前のこ

となのかもしれないですけど、豊能町とし

て、そこはもう少し協議に入っておくべきだ

ったなというふうに考えております。 

○委員長（秋元美智子君） 

町にとってもまさかの事態だったんじゃな

いかなと。 

普通ね、普通ちょっと考えられないから。   

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

誰が見てもとよのんのステッカーは小さい

じゃないですか。 

実際私つくれますよ。Ａ４でとよのん出し

て、拡大してＡ３のラミネートやったらつく

れますよ。 

でも、つくる気なかったんですよね。 

なぜやらないのかが聞きたいです。 

○委員長（秋元美智子君） 

よろしいですか。 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

とよのんのステッカーのほうの大きさなん

ですけども、前回の運行のときの大きさにち

ょっとできなくて申し訳ございませんでし

た。 

私のほうで３月の実証運行のときに、そこ

まで気が付いていなかったところもありまし
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て、とよのんのステッカーのところは前回、

当初阪急バスのほうで作成したものを使われ

ているというところちょっと把握もし切れて

なかったところもありまして、このようにな

りまして、あと、大きくステッカーするって

いうところもできないかという話はしてたん

ですけども、ちょっともう運行する前日ぐら

いにそんな話になりましたので、今回はちょ

っととよのんステッカーを大きくしたものを

ちょっと張って運行ということができなかっ

たところでございます。 

申し訳ございませんでした。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

私もつくれるし張る場所もたくさんあるじ

ゃないですか。私、今回、１回しか遭遇して

ないんですね、おでかけくんは１日３回ぐら

い見ますけど。ここ張れるじゃないですかっ

ていうのは、車の後ろ、後ろのほうタイヤの

すぐ横。やらなかったのがとても残念なんで

すし、もともとこれは豊能町で買った豊能町

の車じゃないですか。所有権がどっち、阪急

バスにあるときとないときでありますけど。 

だからもっと堂々ととよのん張れたんじゃ

ないですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はいどうぞ、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

これからは張れるんですね。 

つくりましょうか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

今後、またハニタスの車両をどう扱ってい

くかというところもありますので、町のほう

で何か運行するというところであれば、デザ

インであるとかそういったところも一緒に考

えて、とよのんの表示するということであれ

ばとよのんの表示も豊能町が走らせているバ

スっていうのがわかるような表示をして走ら

せていけたらと思っております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

実証実験をされたんですけど、300円払っ

て乗ってはりますけど、その入金分は一般会

計に入るんですかね。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

このハニタスの運行の運賃につきまして

は、京都タクシーのほうで収入をしていただ

いておりまして、そのかかった費用と差額を

町のほうからは京都タクシーに補助金として

支払うことになっておりますので、収入とし

ては京都タクシーのほうに入るものになって

おります。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

それは決算で上がってくるんですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

京都タクシーに支払う補助金の内訳として

入ってくると思います。 

ちょっと今、把握できてないんで御報告で

きないんですけれども、こちらのほうで把握

はできると思っております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 
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○委員（管野英美子君） 

今回３月の実証実験で、18人が乗っている

っていうのは伺いましたけど、相乗り率と

か、詳しい、土日はどうだったんかとか、そ

ういう詳しいデータは、以前はいただいてた

んですけど、まだ集計ができてないっていう

ことですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

ちょっとお示しするところまでの資料がま

だちょっと作成中になりまして、ＡＩオンデ

マンドの検証と一緒に御報告できたら、お示

しできたらいいかなと思っております。 

相乗り率につきましては今手元にある資料

で言いますと、令和６年度が36.2％、令和５

年度が19.4％、令和４年度が65.6％というこ

とになっております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

今、ハニタス４台は豊能町のものという位

置づけで、どこで保管してんのかな。 

お願いします。そのままにしといてもねち

ょっとあれだし。 

はい、お願いします。山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

ハニタスの車両の覚書につきましては、阪

急バスと交わしておりまして、車両の維持管

理に係る部分で、営業所間の連絡にちょっと

使ったりとかっていうふうに報告を聞いてお

ります。 

もし車両を何かどこかで使うというところ

であれば、事前に町のほうに相談いただいて

町の許可がない限りは走らせないというとこ

ろで、覚書のほうにも書かせていただいてお

りますので、今車両４台については、阪急バ

スの中の営業所間の事務連絡という形で維持

管理のほうをしていただいております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

阪急バスが管理してんだ。 

ほかよろしいですか。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

子育てのところで、パソコンが５台あった

と思うんですけれど、それは今どうなってる

んですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

はい。総合政策課、山内です。 

町のほうで保管をしている状態になってお

ります。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

使ってるっていう意味ですか。 

単に積んでいる、どちらになるのかな。 

はい、お願いします。山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

この事業としてはまだちょっと使えており

ませんので、今は何も使っていない状態で保

管している状況になっております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

この事業で買ったものを、ほかに流用はで

きないんですか。 

もったいないじゃないですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

パソコンの購入の経緯がこの事業で使うと

いうところで、補助金使って購入しておりま
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すので、５年間は事業の目的で使うというと

ころでそれ以外ではちょっと使用できない状

況となっております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

ということは３年間でやめることもできな

いってことになります。 

さっきの話じゃないですが。どうなんだろ

う。補助金いただいてるから難しいのかもし

れないけど。 

だからこの事業もやめられないって話なる

のかな。どうですか。 

部長答えてくるのかな。 

はい、お願いいたします。総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

総務部、入江です。 

この補助金の関係も国費が入ってますの

で、これはスマシという事業だけではなく

て、一般的に国の補助事業で補助目的があり

ますから、目的外使用というんですか、そう

いうこともございますので、取りあえず今は

ですね、そういう形で、他用途に使うという

こともできないわけじゃないかもしれません

けど、今はそういう形で保管をしているとい

う状況です。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

ということは先ほどの、この事業、子育て

３年間ゼロだからもうやめたらどうかと。 

やめられませんってことですよね、という

質問もあるんですが。新たにです。 

そこら辺りいかがですか。 

はい、お願いいたします。入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

 総務部、入江です。 

そのようなお考えも一部考慮する必要があ

るかなと思っています。 

事業としてはちょっと実績上がってないと

いうところではあるんですけど、まだそこで

多用途に転用するということはですね、ちょ

っと慎重にあるべきかなと思っておりますの

でよろしくお願いします。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

もし、子育てで会計ちょっと勉強してみよ

うかって言ったら、池田銀行の上で、そのパ

ソコンを使わしてもらってできるっていうこ

とですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

そのパソコンを使って学習していただくこ

とはできるかと思いますけれども、今、池田

泉州銀行ではなくて、保管しているのはハニ

タスラボのオアシスのほうに保管しておりま

すので、もし使っていただくとしたらそちら

のほうになるかなと思います。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

じゃあ事業やめられない。 

はい、寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

全体的なことなんですけども、もう今いろ

んな疑問点とかも質問も出てますけどね、今

後モビリティもそうですけども実績があると

か今後利用していく予定があるものとかそれ

ぞれありますけども、企業さんとね、不明点

とか出てくると思いますので、阪急バスもそ

うですけども、しっかりとふだんから連携を

とって、こういう取組、大事な当然先ほどお

っしゃった国費とかも入ってますのでね、取

り組んでほしいと思います。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

要望でいいのかな。 

はい、ほか質問ございます。 
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はい、永谷副委員長。 

○副委員長（永谷幸弘君） 

確認です。モビリティで今後の予定なんで

すけれども、夏頃までに判断を行う予定とい

うことで、ＫＰＩをこれから国のほうに報告

をすると、まだしてませんよね。実際のとこ

ろ、整理しているということで。 

その整理、国のほうに報告をして、何らか

国のほうから何かコメントというか、何か出

てくるんですかね、この結果について。その

結果について、いろいろ判断を行うというス

トーリーがあるのかどうか、ないのかどう

か、お伺いしたいです。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

６年度までの実績のＫＰＩ報告させていた

だく中では、６年度のＫＰＩはこれからなん

ですけれども、その中では特にこうしなさい

というような確認というのは国のほうからは

ありませんでした。 

今回は、令和６年度までの、今までの、令

和４年から令和６年にかけてのＫＰＩの最終

報告をしなさいというような形で、最終のＫ

ＰＩの報告が来るのかなと思っておるんです

けれども、それに対しては最終どういう形で

国のほうから、何か指導が指導というか何か

意見が付かれるのかっていうところはちょっ

と確認ができておりません。 

６年度のＫＰＩについては、今月中に国の

ほうに報告するような形で照会が来ておりま

すので、その後、もし何か国のほうから連絡

があるとすればそれ以降になるのかなと思っ

ております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  はい、永谷副委員長。 

○副委員長（永谷幸弘君） 

これについては府は全く関係なし。ダイレ

クトに総務省との間でやってるという、その

ような感じですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、お願いします。山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

今回のデジ田事業につきましては直接国と

町とのやりとりで、間には大阪府は行ってお

りません。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

  はい、永谷副委員長。 

○副委員長（永谷幸弘君） 

ということは国からは令和６年度の最終的

なＫＰＩの総括については、夏頃までに取り

まとめますよということでこの文書というこ

とだったんですね。 

一般的にどうなんですかその辺のところ

は、この令和６年の結果によって、総務省か

らの返事がどういう返事が来るというのは、

予想されるんですか。これじゃもう全くでき

ないんでやめなさいとかそういう強制的な話

が来るのかどうか。ただ単に判断、結果だけ

見てですね、あとは町のほうで府と協力して

展開していくのかどうか、その辺のところは

まだ全くわからないという状況でしょうか。 

○委員長（秋元美智子君） 

  山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

モビリティのところの今後の予定で、夏頃

までに方針を決定というのはモビリティ事業

に対して町の方針を決めるっていうのが夏頃

までにハニタスの車両の利用の仕方とかを判

断したいというところで書かせていただいて

おります。 

全体のデジタル田園都市のほうのＫＰＩに

つきましては、６月末までに国のほうに町か
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ら報告を出しまして、そのあとどのような形

でそれで終わってしまうのか、国のほうから

確認の連絡がある、内容の確認の連絡がある

のかというのはちょっと今のところわからな

いですけれども、もしあるとすれば夏以降に

なるのかなと思っております。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

私、ちょっとすいません、申し訳ない。 

質問していいですか。はい、いいですか質

問。 

夏にね、夏頃までには、モビリティどうす

るか決める、もしも豊能町として取り入れま

しょうとなったときに、トヨタモビリティっ

てまた張るんですか。 

もう要らない、大丈夫。 

協賛によって手にした車だからずーっと継

続する必要があるのかなと。その確認だけ、

今ここでどうこうじゃないけど。 

なければないとはっきりお願いします。 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

今まではＣＳＰＦＣといろいろ事業を展開

してきて、阪急バスにお願いしてってござい

ましたけど、今後は町の車両で町のほうが走

らせるというのが基本になりますので、そこ

はもう張らないということでやらしていただ

きたいと思います。 

もし、運行するということになってまいり

ましたらということでございますけども、そ

ういうことで御理解いただいたら結構かと思

い。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、今後よろしくお願いいたしますね。 

ほかございますか。 

なければ、終わりにしたいと思います。 

ただ、はいお願いいたします。 

どうぞ、山内課長。 

○総合政策課長（山内 拓君） 

総合政策課、山内です。 

先ほどの御質問で御回答できていなかった

ところを御回答させていただこうと思いま

す。 

デジタル事業の、3,385万8,053円の事業の

内訳なんですけれども、スマホとスマホ教室

を行いましてそのためのコンテンツの作成で

あるとか、あと企画に対しましての費用と、

あとその教室の開催費用、あとスマホのよろ

ず相談室をしておるんですけれども、そうい

ったところの費用に当たっております。 

○委員長（秋元美智子君） 

異常に高くない。 

内訳聞くよ、異常に高いだったら。 

企画でそこまで出す。はいはいなんて話じ

ゃないと思うけど。 

これもうちょっとちゃんと調べてくださ

い。 

企画やら何やらコンテンツやら何やら作成

で、合計3,386万ってのはあんまり異常に高

過ぎるので、これはまたあとでゆっくり内訳

を出してください。お願いします。 

せっかくお答えくださったのに申し訳な

い。 

はい、ほかあります。 

はい、議長どうぞ。 

○議長（永並 啓君） 

コンシェルジュ続けるなら本当に精査して

ください。 

初めてインストールしたんですけど、先ほ

どのオンライン会計スクール、どこがやるか

もわからへん、どういった内容をやるかもわ

からへん。 

取りあえずメールアドレス、個人情報を入

れてとしか出てこないんですよ。こんなんな

いですよ。 

どこが受ける、やってる事業のところに飛

ぶとか、リンクがあって飛ぶとか、こういう

ところでやるんだなこんな事業をするんだな
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っていうのがわかればいいけどそれすらない

のに個人情報はまず求めるんですよ。あり得

ませんよ。 

本当にここ残すのはいいけどもうちょっと

精査した上で残さないとトラブルになります

よ。もう僕は閉じてくれって言ってますけど

ね。 

○委員長（秋元美智子君） 

ほかにもテレビプッシュの使い方、どんな

ことをどんな内容で使ったか、データの分析

ですね。 

それの企業から集めるのかな、これ企業に

求めてください。こっちの委員会出た話で

す。 

それとあと何かな、新規テレビプッシュ、

新規事業だったらきちっと計画書を出してい

ただくことと、それと何だっけな、今のデジ

タルの内訳と、それと総務省の事業がどうの

こうの言ってますんで、ＣＳＰＦＣ、総務省

の事業ということはもう一遍ちょっときちっ

と調べてお願いいたします。 

あとほかにあったかな、そのぐらいかな。

忘れちゃいけないけどほかにありましたか

な、お願いしたこと。 

今の議長のコンシェルジュの中身。誰がど

んなふうに使ってるのかちょっとその回数も

できたら調べてください。 

五つ、以上五つかな。よろしいですか。 

早急にお返事いただくようお願いして、ほ

かございますでしょうか。 

なければ閉じたいと思います。 

よろしいですか。 

はい、副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

テレビプッシュの件なんですけど、これ常

任委員会のときにも事業をどうすんねんとい

うことで、議長のほうから御意見いただいて

おりまして、これスマートシティ特別委員会

で報告というよりもですね、どっか別の全員

協議会なり何か、そういう機会を設けていた

だきまして、そこで御報告のほうを先にさせ

ていただきたいなと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

新規事業の計画書とあわせて、今までどん

な内容を使ってきたかっていうデータも出し

てくださるというよろしいですね、その認識

で。よろしいですか。はい。 

じゃあほかの３点お願いいたします。 

よろしいですね。うちの委員会じゃなくて

いいですね。 

はい、わかりました。 

ではこれで本日のスマートシティ特別委員

会は閉会したいと思いますが、よろしいでし

ょうか。 

異議ございませんか。   

   （「異議なし」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、異議なしと認めます。 

よって、本委員会は閉会することに決定い

たしました。 

これをもって、第10回スマートシティ委員

会を閉会いたします。 

町長より御挨拶をいただきたいと思いま

す。 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

はい。スマートシティの特別委員会の閉会

に当たりまして一言御挨拶をさせていただき

たいと思います。 

本日は本当にいろんな御意見をいただきま

した。 

私のですね率直な思いといたしまして、そ

もそもこの８事業、プラスですね、それから

デジタル連携基盤、これをですねスタートさ

せるというときにですね私ども豊能町のです

ね規模にですねそのキャパシティに果たし

て、並行して８事業を進めるということがど
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うだったのかということは別にいたしまして

ですね、令和４年のですね６月に予算化をさ

せていただいて、今まで進めてきたものでご

ざいます。 

３年間のＫＰＩを終えましてですね、これ

から、そのＫＰＩをもってですね、どうして

いくかということで、スクラップ、若しく

は、新しくですねビルドしていくというよう

なことになってございますので、いわゆるア

ップデートしていくのかそれともクローズし

ていくのかというようなことになってまいり

ます。 

今日はですね、総括的な御意見、それから

今後の今後に向けてのですね、御意見も多数

いただいたものでございます。 

行政の継続性ということもございましてで

すね、これからもですね、この８事業の中

で、これから進めていくようなものもござい

ますので、その点はですねまた議会の皆様の

ですね、御理解と御協力をぜひともいただき

たいと思っております。 

豊能町としてもですね身の丈の高さをしっ

かりですね、我々で考えましてですね、取組

を進めていきたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いを申し上げます。 

以上でございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

ありがとうございました。 

これをもちまして、第10回スマートシティ

特別委員会を閉会いたします。 

どうもありがとうございました。 

お疲れさまでした。 

 

午前11時27分 閉会 
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